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Chapter5　 大衆社会と映像(1) ～映像による大衆操作～
Chapter6　 大衆社会と映像(2) ～映像メディアの攻防～ 
1.映像プロパガンダ

   「プロパガンダ」の語源は、1622年ローマ･カトリック教会に「布教聖省：Congregatio de Propaganda Fide」が設けられたことに由来する。本来の意味は「宣伝」という言葉に過ぎないが、現在では、とりわけ政治的な、あるいは扇動的な宣伝を示すことが多い。「慎重に仕組まれ、組織的に行われる大衆扇動・世論操作」などの、むしろ「デマゴーグ」という意味を加味したニュアンスで用いられることが多い。

1.1 映像プロパガンダの誕生

　　　南北戦争における「映像」プロパガンダの例＝“お茶の間で見る戦争”の第１号（南北戦争）
　　　1850年代のアメリカの週刊誌＝週10万部を発行

　　　1864年やせ衰えた北軍捕虜（「生ける屍」）の写真報道。北部の世論が沸騰。

　　　→「版画」にされて配布された。『レスリーズ』誌（50万部発行、読者250万人）など

　　　　 　＊『ハーパーズ』誌の記事にみる”映像メッセージの迫真性”
　  「…これらは記述をもとに想像してスケッチしたものではない。生きている人、そのままの写真である。い  

   やむしろ、『生きながらの死』をそのまま写したというべきか。何千語を費やそうとも、これ以上に恐るべき

   真実を伝えることはかなうまい。写真にまさる証拠なし。」

　　ヴィッキ・ゴールドバーク著・別宮貞徳訳：パワーオブフォトグラフィ上,淡交社,1997　ｐ.37
1.2ナチス・ドイツ「映像」プロパガンダの本格的・組織的利用

　　ヒトラーはプロパガンダについて『わが闘争』の中で次のように述べている。

「プロパガンダのコツは、まさに大衆の感情に訴えかけることによって、彼らの想像力を呼び起　

　こし、適正な心理状態に導いて国民大衆の心をひきつける能力に存する。」

「宣伝は真実を客観的に追求することであってはならない。また、真実が相手側にとって有利な場合、それを正義の法則にしたがって提示してはならない。ただ、自分の側に好都合な事実の部分のみを提示すべきである。」　新藤健一：映像のトリック,講談社現代新書804,講談社（1986）pp122-3
・レニ・リーフェンシュタール監督　ナチス党大会(1934)記録映画『意思の勝利』(1936)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベルリン五輪の記録　『民族の祭典・美の祭典』（1938）
　1.3さまざまな映像プロパガンダ
　　　 ・日本のプロパガンダ映像＝「新しき土」「桃太郎の海鷲」「桃太郎海の神兵」「Front」
　　・ツクリモノ・やらせ・プロパガンダ報道
　　・ニクソンとケネディのテレビ演説映像
　　・東西冷戦時代の東側の政治番組（東ドイツの例）　
　＊ プロパガンダは情報を発信することと、権力側にとって都合の悪い情報を隠蔽することが対になっているともいえる。検閲や規制のシステムなど

2.映像メディアの影響力
映像は、人間の視覚・知覚を拡大する一方、社会や人間にたいする理解・認識に多大な影響を与える。

　　○ アフガニスタンの“イメージ”と、実際のアフガニスタン映画の落差

　　○ 9.11テロのテレビ報道、アフガン-イラク戦争に至る熾烈な情報戦争

　　　　　　　　ビデオ上映『世界のテレビは”新しい戦争”をどう伝えたか』（NHKスペシャル2002.3.22放映）

3.映像コミュニケーションにおける「情動機能」の強さ 
  ○「2頭の牛の絵」からくみとれること

映像メディアの発達は、人間の視覚・知覚を大きく拡大するいっぽう、人間社会のあり方・人間の人間にたいする認識・イメージといったものに多大な影響を及ぼす力があるといえる。

映像メッセージの「情動機能」が非常に強いのは、「映像メッセージは、それを見た人間が、その中にこめられた思想を、あたかも自らが考え生みだしたものであるかのように理解する。」からだと考えることができそうである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
